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平 成 29 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 29 年 ６ 月 ９ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 29 年 第 ２ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 41 号  小 城 市 特 定 個 人 情 報 保 護 条 例 及

び 小 城 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め

の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用

及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人

を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律（ 番 号 法 ）

が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 関 係 条 例 の 一 部 を 改 正 い た

す も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 条 例 に よ り 独 自 に マ イ

ナ ン バ ー を 利 用 す る 事 務 に お い て 情 報 提 供 ネ ッ ト ワ ー

ク シ ス テ ム を 利 用 し た 情 報 連 携 に 関 す る 規 定 の 整 備 と

し て 、 番 号 法 第 19 条 第 ８ 号 及 び 第 26 条 が 追 加 さ れ た

こ と に 伴 い 、 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 42 号  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 を 組 織
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す る 地 方 公 共 団 体 の 数 の 増 加 及 び 規 約 の 変 更 に つ い て

で ご ざ い ま す が 、 一 部 事 務 組 合 規 約 の 変 更 は 地 方 自 治

法 第 286 条 第 1 項 及 び 第 290 条 の 規 定 に よ り 関 係 地 方

公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る も の で ご ざ い ま す 。 

内 容 で ご ざ い ま す が 、「 神 埼 市・吉 野 ヶ 里 町 葬 祭 組 合 」

を 佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 に 加 入 さ せ 、 議 会 の 議 員 そ

の 他 非 常 勤 の 地 方 公 務 員 に 係 る 公 務 災 害 又 は 通 勤 災 害

に 対 す る 補 償 に 関 す る 事 務 の 共 同 処 理 へ 参 加 さ せ る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 43 号  平 成 29 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 の 総 額 に そ れ ぞ れ ４ 億 395 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 212 億 1,2 8 5 万 円

と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 牛 津 拠 点 地 区 市 街 地 活 性 化

推 進 事 業 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、 公 営 住 宅 建 設 事 業 に つ い て

借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 、 歳 出 か ら 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で は 、 中 国 浙 江
せ っ こ う

省 海 鹽
か い え ん

県 と の

「 国 際 交 流 事 業 」の ほ か 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 」な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  
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第 ３ 款  民 生 費 で は 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業

所 等 の 整 備 を 補 助 す る 「 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 等 整 備 助

成 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ４ 款  衛 生 費 で は 、 胃 内 視 鏡 検 査 に よ る 「 胃 が ん

検 診 事 業 」 を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 農 業 用 排 水 路 を 整 備 す

る「 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 」の ほ か 、「 た め 池 耐 震 性 調

査 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 牛 津 拠 点 地 区 の 活 性 化 を 推 進

す る「 牛 津 拠 点 地 区 市 街 地 活 性 化 推 進 事 業 」の ほ か 、「 耐

震 診 断 補 助 事 業 」 や 「 市 営 住 宅 建 替 事 業 」 な ど を 計 上

し て お り ま す 。  

第 10 款  教 育 費 で は 、三 日 月 ふ れ あ い 公 園 テ ニ ス コ

ー ト を 改 修 す る「 体 育 施 設 管 理 費 」の ほ か 、「 一 般 コ ミ

ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 」 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま し た

が 、 歳 入 の 主 な も の は 、 各 種 事 業 費 に 伴 う 分 担 金 及 び

負 担 金 、 国 庫 支 出 金 、 県 支 出 金 、 諸 収 入 及 び 市 債 を 増

額 す る ほ か 、 目 的 基 金 の 取 り 崩 し と 財 源 調 整 の た め の

財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 議 案 第 44 号 か ら 議 案 第 57 号 ま で 一 括

し て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

小 城 市 農 業 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、 現 農 業 委 員 会 委 員 が 平 成 29 年 ７ 月 19 日 を も っ て
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任 期 満 了 と な る た め 、 新 た に 任 命 す る 必 要 が あ り 、 農

業 委 員 会 等 に 関 す る 法 律 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 議

会 の 同 意 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ２ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 に 欠 員 が 生 じ ま し

た の で 、 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、 田 中
た な か

康
や す

教
の り

氏 を 推

薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 報 告 第 ３ 号 か ら 報 告 第 ５ 号 ま で 一 括 し

て ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 ３ 号  平 成 28 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ

ン ジ 整 備 事 業 か ら 牛 津 小 学 校 施 設 大 規 模 改 造 事 業 ま で

の ４ 事 業 に つ い て 、平 成 29 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 145 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ４ 号  平 成 28 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越

明 許 費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 戸 籍 ・ 住 基 事 務 費

か ら 道 路 橋 り ょ う 災 害 復 旧 事 業 ま で の 全 17 事 業 、総 額

10 億 4,0 5 2 万 2 千 円 を 平 成 29 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の

で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 146 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報
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告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ５ 号  平 成 28 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別 会

計 繰 越 明 許 費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 小 城 処 理 区

事 業 費 、１ 億 1,17 0 万 円 を 平 成 29 年 度 に 繰 り 越 し ま し

た の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 146 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ

り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て 、 そ の 概 要 を 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御 審 議

の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま

し て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 


